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欧文数字を入力

侠
兇

僑
僑
僑
僑
僑
僑
僑
僑
僑
僑
僑
僑
僑

　
７
月
　
日
、
フ
リ
ー

１４

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
綿
井
健

陽
氏
を
講
師
に
原
発
学
習
会

「
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
な
い
フ

ク
シ
マ
。
―
カ
メ
ラ
で
捉
え

た
原
発
作
業
員
と
警
戒
区
域

―
」
が
協
会
に
て
開
催
さ
れ

た
。
主
催
・
核
戦
争
防
止
神

奈
川
県
医
師
の
会
、
後
援
・

保
険
医
協
会
。
参
加
は
　
名
４０

だ
っ
た
。

　
講
演
は
福
島
原
発
事
故
直

後
の
周
辺
地
域
の
取
材
映
像

の
他
、
原
発
作
業
員
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
な
ど
が
流

さ
れ
、
氏
が
解
説
を
交
え
な

が
ら
、約
２
時
間
行
わ
れ
た
。

　
原
発
事
故
直
後
の
地
元
は

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。
放

射
能
の
影
響
を
「
直
ち
に
健

康
に
影
響
は
な
い
」
と
政
府

が
語
る
中
、
個
々
、
極
め
て

無
防
備
に
避
難
す
る
双
葉
町

住
民
に
、
綿
井
氏
と
そ
の
同

行
者
は
、
持
参
し
た
放
射
線

量
測
定
器
の
値
を
示
し
、
緊

迫
し
た
様
子
で
注
意
を
促

す
。
し
か
し
、
注
意
の
受
け

取
り
方
は
住
民
に
よ
り
異

な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
行
政
の

担
い
手
に
よ
る
言
で
あ
れ
ば

真
剣
に
受
け
取
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
綿
井
氏
は
振

り
返
る
。

　
事
故
以
来
の
一
年
間
で
延

べ
　
万
人
に
も
な
る
と
い
う

８３
原
発
作
業
員
。
そ
の
胸
の
内

は
。氏
は
作
業
員
Ｔ
さ
ん
へ
、

事
故
か
ら
一
年
に
渡
っ
て
取

材
を
行
う
。
地
元
の
大
熊
町

出
身
で
、
震
災
当
日
は
福
島

第
一
原
発
で
計
器
類
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
作
業
を
し
て
い
た

Ｔ
さ
ん
は
、
被
災
者
の
自
分

と
、
第
一
原
発
で
働
い
て
き

た
自
分
が
い
る
こ
と
の
悲
し

み
を
語
る
。
ま
た
、
原
発
敷

地
の
ト
イ
レ
内
で
、
誰
か
が

同
僚
と
「
　
年
後
、
が
ん
だ

１０

な
」
と
話
し
て
い
た
こ
と
が

忘
れ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
現
場

の
生
々
し
い
情
報
を
映
像
に

よ
っ
て
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を

も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　
講
演
で
流
さ
れ
た
映
像

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画

共
有
サ
ー
ビ
ス
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
視
聴
で
き
る
（
検
索

ワ
ー
ド
＝
「
綿
井
健
陽
」）。

温

化

音

仮

穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏

穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏穏

下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下

下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
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は
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
更
に
、　
万
人
の
背

１７

後
に
無
数
の
反
対
の
声
な
き
声

が
、
在
る
こ
と
に
気
付
く
べ
き

だ
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ

そ
、
現
在
を
生
き
る
私
達
が
後

世
に
残
す
べ
き
遺
産
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
も
節

電
に
努
め
よ
う
。
脱
原
発
の
追

い
風
に
な
る
の
だ
か
ら
。
原
発

反
対
の
運
動
は
簡
単
に
は
終
わ

で
、
私
達
の
傍
ら
を
帰
っ
て
い

か
れ
た
。
酷
暑
を
も
の
と
も
せ

ず
、
反
原
発
の
声
を
高
ら
か
に

あ
げ
ら
れ
た
志
の
高
さ
に
頭
が

下
が
る
。
そ
し
て
、
わ
が
協
会

か
ら
も
、
信
念
の
人
、
小
笠
原

先
生
が
　
歳
の
ご
高
齢
に
も
拘

８５

ら
ず
参
加
さ
れ
て
い
た
。
炎
天

下
、　
万
人
と
い
う
途
方
も
無

１７

い
多
数
の
名
も
な
き
市
民
が
抗

議
の
意
思
表
示
の
為
に
集
ま
っ

た
と
い
う
事
実
を
、
野
田
首
相

な
っ
た
。
メ
イ
ン
会
場
か
ら
遠

く
離
れ
た
私
達
の
所
に
は
、
主

催
者
の
声
は
十
分
に
届
か
な

か
っ
た
が
、
ス
ト
ッ
プ
原
発
の

熱
気
は
十
分
に
伝
わ
っ
て
き

た
。

　
集
会
の
後
、　
歳
の
尼
僧
姿

９０

の
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
が
車
い
す

い
た
事
に
な
る
。
こ
の
事
実
を

前
に
し
て
、
沈
黙
を
続
け
る
事

は
許
さ
れ
な
い
と
思
う
。
な
ら

ば
、私
達
に
出
来
る
事
は
何
か
。

そ
れ
は
、
２
度
と
再
び
同
じ
原

発
事
故
を
起
こ
さ
せ
な
い
為

に
、
国
民
一
人
一
人
が
反
原
発

の
声
を
あ
げ
て
い
く
事
だ
と
思

う
。
こ
の
思
い
が
、
炎
暑
に
も

拘
わ
ら
ず
私
と
家
内
を
「
さ
よ

な
ら
原
発
　
万
人
集
会
」
に
駆

１０

け
つ
け
さ
せ
た
。

　
２
時
間
前
に
公
園
に
着
い
た

が
、メ
イ
ン
会
場
の
周
囲
に
は
、

事
故
前
に
は
デ
モ
等
と
は
全
く

無
縁
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
多
く

の
市
民
が
「
原
発
反
対
、
再
稼

働
反
対
」
の
１
点
に
賛
同
し
、

炎
天
下
、
思
い
思
い
の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
参
集
し
て
い

た
。
午
後
１
時
の
集
会
の
開
始

時
刻
に
な
る
と
、
公
園
の
ス

ペ
ー
ス
は
完
全
に
参
加
者
で
埋

ま
り
、
移
動
も
ま
ま
な
ら
な
く

　
原
発
事
故
に
よ
り
、
故
郷
を

追
わ
れ
た
　
万
人
の
内
、
７
千

１６

人
は
流
浪
の
民
と
し
て
、　
年
２０

経
っ
て
も
帰
郷
出
来
な
い
と
い

う
。
先
人
の
汗
と
涙
に
よ
っ
て

開
か
れ
て
き
た
豊
穣
の
地
は
、

一
転
不
毛
の
大
地
と
化
し
、
半

永
久
的
に
負
の
遺
産
と
し
て
後

世
に
残
る
。
被
曝
の
恐
怖
は
生

涯
に
亘
っ
て
更
に
は
世
代
を
超

え
て
人
々
を
苦
し
め
る
。

　
冷
静
に
思
考
す
る
な
ら
ば
、

活
断
層
と
地
震
多
発
地
帯
の
上

に
位
置
す
る
日
本
は
本
来
、
原

発
な
ど
持
て
る
国
で
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
の
か
。
電
、政
、

財
、
学
、
報
か
ら
な
る
原
子
力

ム
ラ
の
住
人
達
が
で
っ
ち
上
げ

た
安
全
神
話
を
、
私
を
含
め
た

多
く
の
国
民
は
信
じ
込
ま
さ
れ

て
き
た
。
私
達
が
使
用
し
て
き

た
、
電
力
の
一
部
は
、
結
果
と

し
て
、
福
島
県
民
の
想
像
を
超

え
る
犠
牲
の
上
に
供
給
さ
れ
て

川
、
野
本
、
野
村
、
桑
島
、
小

笠
原
、
各
役
員
の
他
、
会
員
３

名
、
事
務
局
員
　
名
が
参
加
。

１０

会
場
と
な
っ
た
代
々
木
公
園
に

は
移
動
が
困
難
な
ほ
ど
の
人
が

集
ま
り
、
協
会
の
一
団
と
合
流

で
き
な
い
参
加
者
も
い
た
。
集

会
後
、
協
会
・
保
団
連
か
ら
の

参
加
者
は
新
宿
ま
で
の
コ
ー
ス

（
２
・
７
娃
）
を
行
進
し
た
。 

　
今
回
、
宮
澤
軌
昭
先
生
か
ら

　
７
月
　
日
、
全
国
か
ら
　
万

１６

１７

人
（
主
催
者
発
表
）
が
参
集
し

た
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
　
万
人

１０

集
会
」
に
、
協
会
か
ら
も
役
員

と
一
般
会
員
、
事
務
局
員
な
ど

が
参
加
し
た
。
公
害
環
境
対
策

部
で
は
集
会
へ
の
参
加
案
内
を

全
会
員
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
し
、
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
た
。

　
当
日
は
把
握
し
て
い
る
だ
け

で
協
会
か
ら
高
橋
、
宮
澤
、
宮

ら
避
難
し
て
相
馬
で
暮
ら
す

人
々
も
多
く
い
る
が
、
亡
く

な
っ
た
人
の
遺
骨
を
先
祖
の
墓

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

も
聴
く
。

　
な
に
も
贅
沢
な
ど
望
ん
で
い

な
い
。
以
前
の
よ
う
な
あ
り
き

た
り
の
生
活
を
望
ん
で
い
る
の

に
ま
っ
た
く
叶
わ
な
い
で
い

る
。
た
か
が
電
気
の
た
め
に
、

で
あ
る
。

な
い
日
常
に
戻
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
今
現
在
で
も
、
あ
り
き

た
り
の
営
み
が
で
き
な
い
で
い

る
人
々
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

孫
た
ち
に
美
味
し
い
コ
メ
を
食

べ
さ
せ
る
こ
と
を
一
番
の
楽
し

み
に
、
コ
メ
作
り
を
生
き
が
い

と
し
て
い
た
義
父
は
こ
こ
一
年

の
間
に
す
っ
か
り
老
い
ぼ
れ
て

し
ま
っ
た
。「
よ
か
っ
た
ら
土
産

く
な
っ
た
。
あ
の
震
災
以
降
、

郷
愁
の
思
い
が
募
る
ば
か
り
で

あ
る
。

見
捨
て
ら
れ
た
地

　
あ
れ
か
ら
１
年
５
カ
月
が
経

つ
が
、
復
興
は
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
。
と
に
も
か
く
に
も
原

発
事
故
、
放
射
能
汚
染
が
復
興

の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。
東
京

へ
と
向
か
う
国
道
６
号
線
は
福

の
恵
み
豊
か
な
町
で
あ
り
、
報

徳
仕
法
で
育
て
ら
れ
た
市
民
は

総
じ
て
勤
勉
で
、
足
る
を
知
る

と
い
う
土
地
柄
、
贅
沢
と
は
お

よ
そ
無
縁
の
土
地
柄
で
あ
る
。

７
月
下
旬
の
相
馬
野
馬
追
と
い

う
祭
り
を
耳
に
し
た
こ
と
の
あ

る
皆
さ
ん
も
多
い
と
思
う
。
私

は
そ
の
相
馬
市
の
出
身
で
あ

側
は
い
つ
も
の
見
慣
れ
た
風

景
、
東
側
は
荒
れ
果
て
た
光
景

で
あ
り
、
そ
の
対
比
に
衝
撃
を

受
け
た
。

　
福
島
県
相
馬
市
。
福
島
県
浜

通
り
地
方
の
北
部
、
宮
城
県
に

ほ
ど
近
く
位
置
し
、
人
口
３
万

７
千
人
、
１
万
４
千
世
帯
程
度

の
市
で
あ
る
。
農
業
・
漁
業
に

従
事
す
る
人
々
も
多
く
、
自
然

度
も
何
度
も
見
て
知
っ
て
い
る

は
ず
な
の
に
、
そ
こ
に
立
つ
と

立
ち
竦
む
ほ
ど
の
恐
怖
感
を
感

じ
た
。
沿
岸
部
の
耕
地
や
市
街

地
は
ヘ
ド
ロ
に
ま
み
れ
、
漁
船

や
木
々
が
散
乱
し
て
い
た
。
建

物
の
無
く
な
っ
た
土
地
、
こ
ん

な
に
海
が
近
か
っ
た
の
か
と
思

う
ほ
ど
遠
く
か
ら
海
岸
が
見
え

た
。
ま
た
、
道
一
本
を
境
に
西

　
も
ど
か
し
く
、
や
き
も
き
し

な
が
ら
、毎
日
、映
像
や
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
過
ご
す
し
か
な
か
っ

た
。
３
週
間
が
過
ぎ
土
曜
日
の

診
療
を
終
え
、
よ
う
や
く
故
郷

の
相
馬
の
地
へ
と
向
か
う
こ
と

が
で
き
た
。
４
月
２
日
の
こ
と

で
あ
る
。

　
よ
う
や
く
辿
り
着
い
た
相
馬

の
地
、
ニ
ュ
ー
ス
映
像
で
は
何

さ
よ
う
な
ら
原
発
　
万
人
集
会

１０

炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎
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のののののののののののののののののののののののののののののののの

炎
暑
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中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
　
万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万
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参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参

万
人
が
参
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７１７

あ
げ
よ
う
、反
原
発
の
声
を
！

横
浜
市
神
奈
川
区
　
宮
澤
　
軌
昭

　
３
・　
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
余
り
。
忘
れ
て
は

１１

な
ら
な
い
こ
と
、
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
多

い
。
今
回
は
、
ご
実
家
が
福
島
県
相
馬
市
の
田
中
敏
章
先

生
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

我
が
古
里
、
相
馬

　
横
須
賀
市
・
平
川
歯
科
医
院
　
田
中
　
敏
章

伝
統
行
事
・
相
馬
野
馬
追

：

島
第
一
原
発
の
存
在
に
よ
っ
て

分
断
さ
れ
、
遠
く
迂
回
す
る
の

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
鉄
道
の
常

磐
線
も
ま
た
し
か
り
で
あ
る
。

大
動
脈
を
断
た
れ
、
ま
さ
に
陸

の
孤
島
と
化
し
て
い
る
。
常
磐

線
は
何
十
年
も
全
面
開
通
し
な

い
に
違
い
な
い
。
福
島
の
沿
岸

部
は
国
に
見
捨
て
ら
れ
て
い

る
。

　
首
都
圏
で
は
以
前
と
変
わ
ら

ら
な
い
息
の
長
い
戦
い
と
な
ろ

う
。
怠
惰
な
性
根
に
喝
を
入
れ

な
が
ら
、
出
来
る
限
り
様
々
な

形
の
反
対
運
動
に
参
加
し
た
い

も
の
だ
と
自
問
し
な
が
ら
帰
途

に
つ
い
た
。

市民公開原発学習会開催

福福福福福福福福福福島島島島島島島島島島原原原原原原原原原原発発発発発発発発発発事事事事事事事事事事故故故故故故故故故故福島原発事故ののののののののののの
報報報報報報報報報報道道道道道道道道道道さささささささささされれれれれれれれれれなななななななななないいいいいいいいいい現現現現現現現現現現報道されない現実実実実実実実実実実実

反
核
医
師
の
会

綿井健陽氏

参
加
記
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
掲

載
す
る
。

る
。

　
神
奈
川
に
来
て
　
年
に
な
る

２３

が
、
学
生
時
代
を
除
き
　
歳
ま

３０

で
そ
の
町
で
暮
ら
し
た
。
４
年

ほ
ど
歯
科
医
と
し
て
働
い
て
い

た
町
で
も
あ
る
。
地
震
発
生
か

ら
４
分
後
に
は
７
・
３
斡
以
上

の
第
一
波
が
襲
い
、
市
内
の
被

害
は
４
５
９
名
の
死
亡
・
行
方

不
明
者
、
全
壊
・
半
壊
棟
数
は

１
千
４
０
０
と
い
う
惨
状
で

あ
っ
た
。
か
つ
て
の
市
内
歯
科

医
仲
間
で
は
、
１
人
の
先
生
が

隣
町
に
住
む
母
親
を
救
い
出
し

に
行
き
、
津
波
に
の
ま
れ
て
亡

滑
常
磐
線
。
線
路
に
は
草
が
生
い

茂
る
▼
父
の
筍
に
付
け
ら
れ
て
い

た
放
射
性
物
質
測
定
結
果
の
紙

に
持
っ
て
帰
っ
て
く
れ
る
か

い
」と
、自
宅
裏
山
か
ら
掘
っ

て
き
た
筍
を
妻
の
親
戚
が
届

け
て
く
れ
た
。
す
ま
な
そ
う

に
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
　
　３２

ベ
ク
レ
ル
パ
ー
キ
ロ
グ
ラ
ム

と
記
し
た
検
査
値
の
紙
を
付

け
て
…
。
現
在
ど
の
よ
う
な

食
品
も
市
役
所
に
持
っ
て
い

け
ば
計
測
し
て
く
れ
る
ら
し

い
。

　
健
康
被
害
を
懸
念
し
て
自

主
的
に
相
馬
か
ら
避
難
し
、

家
族
が
離
れ
離
れ
に
暮
ら
す

家
庭
も
あ
る
。
避
難
区
域
か


